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表　

彰
（
敬
称
略
）

ス
ポ
ー
ツ
結
果

市民体育大会 競技結果

休館日…毎週月曜日
臨時休館日…【蔵書点検】１月30日（木）
～２月５日（水）【システム入れ替え】
２月27日（木）～３月４日（火）
祝日開館日…11日（火）

　蔵書点検とは、お店でいう「棚卸し」の
ことです。本一冊一冊を点検することで、
「返却ミスはないか」「紛失資料はないか」
「資料が別の棚に並んでいないか」などを
確認し、図書館を最適な状態に保ちます。
○臨時休館日のうち２月４日、５日、27日
～３月４日は、学習室は利用できます。
〇休館期間中でも、本・雑誌は返却ポスト
を利用して返却することができます。
〇システム入れ替え中は、ホームページが
使えなくなります。ご了承ください。

　８日、15日、22日（土）14時から約30分間
問八日市場図書館☎73－3746（17時まで）

　22日（土）10時30分～ 問若林☎67－5965

２月のおはなし会（八日市場図書館）

ドリームキッズ（のさか図書館）

「蔵書点検」って？

図書館だより

短　　

歌

土
屋　

耕
一 

推
薦

俳　　

句

八
木　

佐
久
司 

推
薦

川
口　

城
司 

推
薦

匝
瑳
市
長
　

太
田
安
規

市政の窓

飛
躍
の
年
を
願
う

　

今
年
の
干
支「
甲
午
」の

通
り
、
吉
運
と
暖
か
な
日

差
し
を
感
ず
る
正
月
で
し
た
。

　

寒
気
も
和
ら
ぎ
無
風
状
態
で

挙
行
さ
れ
た
規
律
あ
る
消
防
出

初
式
。
翌
日
の
新
成
人
の
晴
れ

着
が
ま
ば
ゆ
い
中
で
の
厳
粛
な

成
人
式
典
は
見
事
で
あ
り
、
感

動
い
た
し
ま
し
た
。
新
成
人
の

皆
さ
ん
の
大
い
な
る
飛
躍
を
期

待
い
た
し
ま
す
。
そ
の
後
の
歳

末
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
抽
選
会
で

は
当
日
賞
を
見
事
ゲ
ッ
ト
と
良

い
年
の
始
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
日
の
初
雪
に
よ
る

新
春
に
ふ
さ
わ
し
い
冬
景
色
に

は
驚
き
ま
し
た
が
、
市
健
康
マ

ラ
ソ
ン
大
会
も
好
天
の
も
と
、

多
数
の
選
手
の
参
加
に
よ
り
盛

大
に
開
催
で
き
ま
し
た
。

　

今
月
25
日
で
私
の
市
長
任
期

が
満
了
し
、
こ
れ
に
伴
う
市
長

選
挙
が
２
日
に
告
示
さ
れ
ま
す
。

そ
の
投
票
日
は
９
日
で
あ
り
、

な
ん
と
東
京
都
知
事
選
挙
と
重

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
10
月

号
の
「
市
政
の
窓
」
で
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
誘
致
決
定
に
よ

り
猪
瀬
都
知
事
の
３
期
は
確
実

で
あ
ろ
う
と
書
い
た
と
こ
ろ
で

し
た
が
、
１
年
前
の
都
知
事
選

挙
の
前
後
に
不
透
明
な
大
金
の

授
受
が
発
覚
し
辞
任
。
立
候
補

者
も
て
ん
て
こ
舞
い
す
る
想
定

外
の
選
挙
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

〝
脱
原
発
〞
も
争
点
と
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
に
も
影
響
が
及
ぶ

様
相
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。

　

皮
肉
な
こ
と
に
選
挙
期
間
中

の
７
日
に
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
幕
さ
れ
ま
す
が
、
待
ち
に

待
っ
た
開
催
で
す
。
日
本
代
表

選
手
の
健
闘
を
期
待
し
、
大
い

に
応
援
し
た
い
も
の
で
す
。

№41

寄　付（２万円以上）

山﨑昭様より …50,000円
銚子商工信用組合信友会様より …30,000円
匿名の方より …95,700円
匿名の方より …20,931円

●社会福祉協議会へ

き
の
え
う
ま

間
引
き
せ
る
大
根
す
く
す
く
育
ち
ゆ
き
採
る
日
思
い
て
心
浮
き
た
つ

 

高　

野　
　
　

土
屋　

静
枝

荒
ら
荒
ら
と
雨
風
吹
き
す
さ
ぶ
台
風
は
柿
の
実
い
く
つ
か
残
し
て
去
り
ぬ

 

八
日
市
場
イ　

鈴
木　

和
子

友
逝
け
り
わ
れ
よ
り
若
く
壮
健
と
思
ひ
を
り
し
が
先
に
逝
く
と
は

 

春　

海　
　
　

浜
野　

隆
志

「
天
城
越
え
」
聞
き
つ
つ
思
う
い
つ
か
ら
か
演
歌
好
み
し
亡
父
に
似
た
る
は

 

八
日
市
場
イ　

木
島　

仁
美

寄
り
が
た
き
中
尉
な
る
父
と
手
を
つ
な
ぐ
写
真
出
て
来
ぬ
恋
し
か
り
け
り

 

内　

山　
　
　

久
古
美
智
子

更
衣
し
て
皆
着
飾
り
し
高
校
生
束
の
間
の
春
を
談
笑
し
お
り

 

八
日
市
場
イ　

川
手　
　

芳

慶
事
あ
り
娘
の
着
付
け
手
伝
う
も
「
大
丈
夫
よ
」
と
独
り
立
ち
せ
り

 

西
小
笹　
　
　

伊
藤　

英
子

届
き
た
る
賀
状
の
文
字
の
代
筆
と
気
づ
き
て
友
の
体
調
う
れ
ふ

 

栢　

田　
　
　

渡
辺　

重
雄

つ
や
や
か
に
雨
に
濡
れ
た
る
葉
の
あ
ひ
に
寒
椿
の
花
紅
の
い
や
濃
し

 

野　

手　
　
　

石
田　

秀
子

門
松
の
み
ど
り
に
添
へ
し
輪
飾
り
も
風
に
ゆ
ら
ぎ
て
寿
げ
る
な
り

 

野　

手　
　
　

佐
藤　

晃
子

公
園
に
子
供
ら
の
声
弾
み
ゐ
て
我
は
野
道
の
青
空
仰
ぐ

 

今　

泉　
　
　

小
川
み
さ
子

松
飾
り
マ
ス
ト
に
つ
け
て
船
溜
り 

八
日
市
場
ハ　

西
野　

棠
雨

ち　

ち
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あ
て
先…

あ
て
先…

あ
て
先…

匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

〒
２
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９
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３
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０
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Ｘ
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１
１
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匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

〒
２
８
９―

２
１
９
８

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

☎
73
・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
72
・
１
１
１
４

力
作

募
集
中

馬
頭
観
音

椿
を
歩
く

匝瑳

探訪
93

常福寺の馬乗り馬頭観音像

　

今
年
の
干
支
は
「
甲
午
」。
午

年
に
ち
な
ん
で
「
馬
頭
観
音
」
信

仰
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　

仏
教
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
仏

像
が
わ
が
国
に
伝
来
し
、
観
音
信

仰
が
広
ま
り
ま
し
た
。
馬
頭
観
音

は
六
観
音
の
一
つ
で
、
馬
の
守
り

神
と
し
て
信
仰
が
盛
ん
に
な
っ
た

の
は
江
戸
時
代
以
降
の
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
馬
頭
観
音
像
を
ま
つ
る

寺
院
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
昭
和
50

年
代
か
ら
始
め
た
石
造
物
の
調
査

で
、
江
戸
時
代
に
ま
つ
ら
れ
た
も

の
が
現
在
ま
で
に
20
基
余
り
見
つ

か
っ
て
い
ま

す
。

　

石
造
の
馬

頭
観
音
像
は
、

文
字
で
「
馬

頭
観
音
」
と

刻
む
も
の
と
、

観
音
像
が
馬

に
乗
る
「
馬

乗
り
馬
頭
観

音
」
と
呼
ば

れ
る
浮
き
彫

り
像
と
に
分

け
ら
れ
ま
す
。
市
内
で
最
も
古
い

も
の
は
１
７
５
８
年
の
馬
乗
り
馬

頭
観
音
像
で
、
刻
像
塔
は
写
真
の

像
を
含
め
10
基
ほ
ど
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

市
内
の
馬
頭
観
音
像
は
大
ま
か

な
傾
向
と
し
て
、
１
８
０
０
年
代

以
降
文
字
塔
が
多
く
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
像
を
ま
つ
る
目

的
の
一
つ
が
「
馬
の
追
善
供
養
」

と
さ
れ
て
い
て
、
造
立
者
は
個
人

や
上
谷
中
、
飯
倉
新
田
、
宮
和
田

（
匝
瑳
地
区
大
浦
）
な
ど
村
や
講

中
が
集
団
で
ま
つ
っ
た
も
の
も
見

ら
れ
ま
す
。

　

馬
乗
り
馬
頭
観
音
に
つ
い
て
は

ま
だ
ま
だ
不
明
な
点
が
あ
る
も
の

の
、
関
東
か
ら
東
北
地
方
に
分
布

し
、
中
で
も
圧
倒
的
に
千
葉
県
内

に
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
内

で
も
所
在
未
調
査
の
地
域
も
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
東
総
地
域
と

上
総
地
域
西
部
の
市
原
・
君
津
・

木
更
津
市
な
ど
に
多
く
分
布
し
て

い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

写
真
の
像
は
、
椿
・
常
福
寺
門

前
に
石
仏
群
と
一
緒
に
ま
つ
ら
れ
、

１
７
８
０
年
の
年
号
が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。
像
に
人
の
名
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
お
そ
ら
く
馬
を
飼
っ
て

い
た
人
が
供
養
の
た
め
に
ま
つ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

　

椿
村
は
中
世
か
ら
の
天
神
・
五

正
部
や
中
心
集
落
の
宿
に
加
え
、

江
戸
時
代
・
１
６
７
０
年
ご
ろ
か

ら
の
椿
湖
干
拓
後
に
で
き
た
集
落

な
ど
で
で
き
て
い
ま
す
。
干
拓
後

の
集
落
に
対
し
、「
椿
本
村
」
と
刻

ま
れ
た
石
塔
も
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
宿
集
落
な
ど
で
は
椿
村
の
中

で
本
村
を
意
識
し
た
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

　

１
７
２
１
年
の
記
録
に
は
村
の

家
数
94
軒
、
人
数
４
７
４
人
、
馬

47
頭
と
あ
り
、
意
外
に
馬
が
多

か
っ
た
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。

（
元
市
職
員
・
依
知
川
雅
一
）

問
秘
書
課
広
報
広
聴
班

☎
73
・
０
０
８
０

き
の
え
う
ま

ば

と
う
か
ん
の
ん

ご

し
ょ
う
ぶ

し
ゅ
く

つ
ば
き
の
う
み

ほ
ん
む
ら

川　　

柳

髙
梨　

果
宝 

推
薦

川
口　

城
司 

推
薦

連
凧
の
揚
が
り
き
つ
た
る
九
十
九
里 

八
日
市
場
ハ　

大
川　
　

子

木
の
椅
子
の
ぬ
く
も
り
の
ご
と
三
ヶ
日 

春　

海　
　
　

浜
野　

隆
志

道
祖
神
肩
寄
せ
合
う
て
寒
の
入 

登　

戸　
　
　

伊
藤　

さ
く

満
天
の
星
に
し
み
入
る
除
夜
の
鐘 

飯　

高　
　
　

安
藤　

建
子

大
家
族
偲
び
て
二
人
除
夜
の
鐘 

八
日
市
場
ハ　

江
波
戸
知
巳

初
日
の
出
大
音
声
の
響
も
て 

若
潮
町　
　
　

最
上　
　

峻

父
祖
よ
り
の
穀
霊
や
ど
る
鏡
餅 

八
日
市
場
イ　

椎
名　

貴
寿

大
寒
の
九
十
九
里
空
も
海
も
青 

堀　

川　
　
　

高
野　
　

操

縁
側
の
日
差
し
明
る
く
風
光
る 

栢　

田　
　
　

加
瀬　

潔
子

冬
の
虹
氷
雨
に
追
は
れ
消
え
て
け
り 

栢　

田　
　
　

石
田　
　

健

子
供
等
は
中
身
気
に
な
る
お
年
玉 

東
小
笹　
　
　

江
波
戸
京
子

身
勝
手
が
何
時
も
仲
間
と
折
り
合
わ
ず 

八
日
市
場
ホ　

鎌
形
ミ
ツ
エ

初
詣
我
が
身
の
無
病
祈
る
だ
け 

木　

積　
　
　

佐
久
間
美
智
子

羨
望
も
一
時
の
我
欲
身
の
程
を 

飯　

塚　
　
　

鈴
木
ツ
ネ
子

初
詣
身
の
引
き
締
ま
る
太
鼓
の
音 

八
日
市
場
イ　

常
世
田
や
す
子

に
ぎ
や
か
な
孫
の
身
振
り
に
明
る
い
座 

飯　

高　
　
　

林　

サ
ダ
子

我
が
身
に
も
ま
だ
ら
模
様
の
虫
の
跡 

飯　

高　
　
　

松
野　

敏
昭

誕
生
日
身
内
が
祝
う
卆
寿
宴 

八
日
市
場
イ　

菱
木　

静
枝

＆
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